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1 意見の政策反映の考え方

P1～P4は、こども家庭庁作成の「こども・若者の意見の政策反映に向けた
ガイドライン～こども・若者の声を聴く取組のはじめ方～」（令和６年３月公表）
および「こども・若者の意見の政策反映に向けたガイドライン」自治体向け説明会
資料（令和6年6月5日）をもとに豊島区にて抜粋・編集したものです。



ガイドラインの位置付けや目的
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ガイドライン～意見反映の意義～
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こども・若者に影響を与える施策について、こども・若者自身の意見が聴かれ、反映されること
は、こども・若者と社会にとって大きく２つの意義があります。

➡ 1つ目の意義
「こどもや若者の状況やニーズをより的確に踏まえることができ、施策がより実効性のあるも
のになる」※ことです。例えば、広島県三原市では、新しい児童館をつくる際に中高生を募集し、
運営に携わるようになったことで、中高生の利用が以前に比べて10倍に増加しました。また、北
海道安平町では、危険な道路についてこどもから意見があがり、役場の会議や安平町議会で議
論した結果、廃道が決まりました。こども・若者のニーズを施策に反映させることは、よりよい社
会づくりにつながり、またこども・若者の地域社会への愛着を育むことも期待されます。

➡ 2つ目の意義
「こどもや若者にとって、自らの意見が十分に聴かれ、自らによって社会に何らかの影響を与え
る、変化をもたらす経験は、自己肯定感や自己有用感、社会の一員としての主体性を高めること
につながる。ひいては、民主主義の担い手の育成に資する。」※ものです。

※こども大綱



ガイドライン～意見を聴く手法とは～
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ガイドライン～こども・若者の意見の反映とは～
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2 東京都の取組

こども未来アクション2024

（令和6年2月東京都）



東京都の取組～子供の意見に基づく子供政策の推進～
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東京都の取組～意見聴取の取組（2024年度）～
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3 他自治体の取組
(1) 山梨県韮崎市
(2) 東京都狛江市



他自治体の取組～山梨県韮崎市～
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韮崎市こどもまんなか応援サポーター宣言について／韮崎市：
https://www.city.nirasaki.lg.jp/soshikiichiran/kodomokosodateka/kosodateshientanto/1_1/8480.html



狛江市HP：https://www.city.komae.tokyo.jp/index.cfm/43,105894,584,html
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他自治体の取組～東京都狛江市～
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4 豊島区の取組



9

豊島区の取組①

豊島区基本計画2022-2025〔令和4～7年度〕（令和4年3月）



10

豊島区の取組②

成果を測る参
考指標

後期計画策定時

（2021） 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
   (2025)

目標値 20.7 21.5 22.3
実績値 20.7 19
達成率 100.0% 88.0%

活動指標
後期計画策定時

（2021） 令和4年度 令和5年度 令和6年度
令和7年度
   (2025)

目標値 80 80 79
実績値 75 135
達成率 100.0% 169.0%

７.　施策関連課
子ども若者課 放課後対策課

８．施策の指標達成状況

令和4年度
達成状況

B：相当程度
達成

令和4年度
達成状況

S：目標を超
過し達成

１　施策№ 4-1-1
２.　地域づくりの方向 子どもを共に育むまち

３.　政策 子どもの自己形成・参加支援

６.　評価責任者 子ども家庭部長

４　施策 子どもの社会参加・参画の促進

５.　目指すべきまちの姿
子どもの権利を尊重し、子どもの成長・発達段階に応じて、自分の意見を表明する機会や社会参加・参画の機会が確保されている

安全・安心でかつ子どもの自主性・主体性を育む遊びと交流、活動の場が充実しているまち

令和２年～４年はコロナ禍で子どもの体験の機会が減少している状況があった。コロナが開けた5年度からは体験の
機会を増やしていくことが重要となる。意見表明に関しては意見を表明することだけではなく、その意見を大人がどう
実現することができるかが大切となる。

　　達成状況分析
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豊島区の取組③

（2）期待する
効果

（3）具体的な
取組

1０．指標達成状況、取
組方針ごとの次年度の
具体的方針

（評価責任者記載欄）

（取組方針１）子どもの権利を全てに施策の基本とし、子どもの意見表明の機会を確保すると
ともに、子どもの意見が区政に反映されるという体験が得られるような事業実施を目指す。
（取組方針２）子どもが学校と家庭以外の第3の居場所として、安全安心にだれもが利用でき
る場所を提供する。
中高生センターは午前中の事業を本格的に実施する。
プレーパークは新たに整備したどろんこひろばを周知していく。
子どもスキップは一般利用を全面的に再開し、利用者会議の開催数と内容の充実を行う。

９．施策の実施状況

小学生の放課後の居場所である子どもス
キップ及び中高生の放課後の居場所とし
て中高生センターを運営し、小学生への安
全・安心な遊びの提供と、中高生への自主
的な活動の支援を行った。

「としま子ども会議」に参加した小中学生が、

区政に関するテーマについて話し合い、意見

をまとめて区長や区職員に発表した。

子どもスキップでの利用者会議で子どもたち

からの意見・要望をまとめた。

（1）取組方
針 子どもの意見表明・参加の促進 子どもの居場所・活動の充実

すべての子どもの意見が尊重さ
れながら社会に参加でき、意見
表明の機会が確保される。

すべての子どもが安心して憩い、
遊び、学べる環境を確保できる。
多様な体験・学べる機会を提供で
きる。

取組方針① 取組方針② 取組方針③

※「期待する効果が得られた場合」は取組の実施によってまちや区民・関係団体等にどのような変化や効果があったのか具体的に事

例を記載。区が実施した内容の記載は不要。「期待する効果が得られなかった場合」は、その原因・課題等を記載してください。（4）「期待す
る効果」が十
分に得られ
た具体的事
例または「期
待する効果」
が得られな
かった場合
はその原因・
課題及びそ
の改善策

●としま子ども会議では、参加した子どもたち

から、「課題を考える機会になった」「自分事と

して問題を解決する案を出せた」という建設的

な意見が多く出された。また、ファシリテーター

として参加した職員も子どもの意見をきき、改

めて自分たちの仕事を考えるきっかけとなる

取組となった。

●子どもスキップの利用者会議に実行委員会

方式を導入し、子ども自身で利用者会議の企

画・進行をおこなうとともに、会議結果を新聞

にまとめるという段階まで実施した。

●新型コロナウイルス感染症まん延防止対策等により、子ども

スキップ一般利用は、利用時間・方法などを一部制限して実施し

したほか、子ども教室をオンラインで開催するなどの工夫をし、

子ども達に遊びの提供をすることができた。

●中高生センタージャンプ東池袋は大規模改修のため仮施設で

の運営となったが、利用者と一緒に音楽スタジオに防音パネルを

設置する作業をするなど、子どもたちが参加して居心地の良い

居場所を作っていった。また、改修後の施設の外壁・内装の一部

は利用者の意見を取り入れて整備する。

ジャンプ長崎は、施設前の公園を利用して新たに開始したスラッ

クライン事業により、子どもたちへ遊びの提供を行った。

●出張プレーパークではコロナ禍にあって規模は縮小したが、

継続して実施し、子どもたちの遊びの確保をすることができた。


